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　はじめに

ミカヅキツバメウオ Platax boersii Bleeker, 1853

は，日本からインドネシアにかけての西太平洋に

分布するマンジュウダイ科魚類である（岸本ほか，

1988； 岸 本，1997；Heemstra, 2001； 林・ 萩 原，

2013；畑・本村，2018）．日本国内においては石川・

松浦（1897）が八重山諸島から得られた標本をも

とに初めて報告し，その後，福井県，岩手県から

鹿児島県大隅半島東岸にかけての太平洋沿岸，伊

豆諸島，小笠原諸島，大隅諸島，沖縄諸島および

八 重 山 諸 島 か ら 報 告 さ れ て い る（ 岸 本 ほ か，

1988； 吉 野，2008； 三 浦，2012； 林・ 萩 原，

2013；Koeda et al., 2016；鏑木，2016；Motomura 

and Harazaki, 2017；木村ほか，2017；畑・本村，

2018；三木，2019）．

2019 年 3 月 4 日に鹿児島県奄美大島近海にお

いて 1 個体のミカヅキツバメウオが採集された．

本標本は奄美群島における本種の標本に基づく初

めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測は岸本ほか（1988）にしたがっ

た．標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）に準拠した．標準体長は体長または

SL と表記し，ノギスを用いて 0.1 mm 単位で計測

し た． 本 報 告 で 用 い ら れ た 標 本［KAUM–I. 

129184，体長 300.3 mm，鹿児島県奄美大島近海（奄

美市名瀬漁業協同組合にて購入），2019 年 3 月 4

日，前川隆則］は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写

真（Fig. 1）は同館の画像データベースに登録さ

れている．

　結果と考察

鹿児島県奄美大島産の標本は，最大体高が著

しく高く体長の 83.1% であること，背鰭と臀鰭

の基底部が幅広く被鱗し，棘部と軟条部間が欠刻

しないこと，両鰭の棘の大部分が皮下に埋没する

こと，背鰭棘が後部のものほど長いことなどの特

徴が岸本ほか（1988）によって定義されたツバメ

ウオ属 Platax に同定された．また，眼間隔域の

前縁が膨出すること，腹鰭が黒色であること，腹

鰭基底部後方に黒斑がないこと，体側が銀白色を

呈すること，側線有孔鱗数が 50 であることによ

り岸本ほか（1988），林・萩原（2013），および畑・

本村（2018）が示した Platax boersii の標徴とよ

く一致したため，本種と同定された．

本標本の計数・計測形質は以下のとおりであ

る．胸鰭軟条数 17；腹鰭棘数 1；腹鰭軟条数 5；

側線有孔鱗数 50．体各部の体長に対する割合（%）：

頭 長 30.3； 吻 長 11.8； 眼 窩 径 7.4； 両 眼 間 隔

14.1； 最 大 体 高 83.1； 最 大 体 幅 17.5； 尾 柄 長

11.6；尾柄高 14.8；上顎長 9.5；胸鰭長 21.0；腹

鰭棘長 22.6；腹鰭長；46.3；眼後長 14.7；眼下骨

幅 6.0；尾鰭長 26.9．

奄美大島から得られた奄美群島初記録のミカヅキツバメウオ

上城拓也 1・前川隆則 2・本村浩之 3

1 〒 890–0056　鹿児島市下荒田 4–50–20　鹿児島大学大学院水産学研究科
2 〒 894–0026　鹿児島県奄美市名瀬港町 6–16　株式会社前川水産

3 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　 　
Uejo, T., T. Maekawa and H. Motomura. First record of 

Platax boersii (Perciformes: Ephippidae) from the 
Amami Islands, Japan. Nature of Kagoshima 45: 377–
379.

 HM: the Kagoshima University Museum, 1–21–30 
Korimoto, Kagoshima 890–0065, Japan (e-mail: motomura@
kaum.kagoshima-u.ac.jp).

Published online: 22 April 2019
http://journal.kagoshima-nature.org/archives/NK_045/045-065.pdf



378

Nature of Kagoshima Vol. 45 RESEARCH ARTICLES

ミカヅキツバメウオの奄美群島における報告

はこれまでになく，近年の奄美群島の魚類相を

扱った Nakae et al. (2018) や Mochida and Motomura 

(2018)，本村ほか（2019）などにおいても記録さ

れていない．したがって，鹿児島県奄美大島産の

標本（KAUM–I. 129184）はミカヅキツバメウオ

の奄美群島における初めての記録となる．
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Fig. 1. Fresh specimen of Platax boersii from Amami-oshima island, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 129184, 300.3 mm SL).
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